
平成２１年度作成

昭和 年度 平成 年度

■
□ ）

□ ）

単位

名称 千円

名称 千円

名称 千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

登別市名誉市民条例・登別市功労者表彰条例・登別市表彰規則など

実施方法

市が直接実施

補助金

（委託先：

（補助先：

登別市事業仕分け調書

番号 1

事務事業コード 事業開始年度 事業終了予定年度69999003

総務部

事務事業名

部 名

事業費

21年度
予算額

その他

合 計 ②

事
業
の
財
源
内
訳

道支出金

国庫支出金

合 計 ①

上記事業を実施するために
必要となる人件費（概算）

地方債

一般財源

職 員

グループ名

登別市名誉市民及び功労者表彰・市表彰事業

総務Ｇ

３２

３ 市の条例等に基づき、実施が義務付けられている事務事業

関連事務事業名

民間等へ業務委託または指定管理

事務事業の目的と内容

2,022

嘱 託 員

臨時職員

1,732 1,239 2,022

847 838

0

0

0

0

－

事務事業の実施根拠
（根拠となる法令・条
例・規則・要綱等）

種別

法令等名

目的や表彰の基準、表彰の方法、記念品、表彰の時期など法令等の内容

名誉市民：（１）満７０歳以上のもの
①国、道又は本市の行政に関し、重要な地位にあって長期間参画し、郷土の発展に功績があったもの
②学術、技芸の進展、産業、文化の振興、又は社会の進歩に偉大な貢献をしたもの
③私財を投じて公共施設を設け、公共の福祉の増進または社会公益上顕著な功績のあったもの

功労者 ：（１）満６０歳以上のもの
①登別市において当該分野において概ね２５年以上の実績があるもの
②２５年に満たないものであっても、二以上の分野において実績があり、それぞれの貢献期間を合算すると２５年

以上のもの
市表彰者：（１）公職等の功績が１１年以上のもの

①市長、副市長又は市議会議員
②執行機関の委員
③附属機関の委員
④法令又は条例等に基づき委嘱する委員等
⑤公共的団体の役員

※表彰対象者の詳細については、別紙参照

対
象

（事業の内容【手段・手法・活動など】）

（何を対象にまたは誰を対象にした事務事業なのか。地域や年齢等が限定される場合は詳細に記入）

事
業
の

内
容

事
業
の

目
的

登別市にふさわしい優れた取り組みや活動に対し、個人または団体を表彰することにより、市勢の振興と市民の福
祉向上に寄与することを目的としています。

（21年度予算ベースの事業費の具体的な内訳【節名ごと】）

毎年１１月３日（文化の日）に表彰式を行い、表彰状、功労金、記念品などを贈ります。

◆報償費 1,772,000円 ◆需用費 205,000円
功労者功労金 50,000円×10人＝500,000円 生花 12,000円×2個×1.05＝25,200円
功労者功労章 55,000円×10人×10.5＝577,500円 しおり 680円×250部×1.05＝178,500円
功労者記念品 10,000円×10人＝100,000円 ◆役務費 45,000円
功労者アルバム 7,500円×11冊＝82,500円 功労者表彰状 3,000円×10枚＝30,000円
市民表彰記念写真 2,500円×43人＝107,500円 テーブルクロス洗濯料など 15,000円
市民表彰者盾 7,000円×40人×1.05＝294,000円
功労者表彰額など 110,500円

区 分
19年度
決算額

20年度
決算見込額

1,732 1,239

1,275

1,275

0

0

847 838

総合計（合計①＋合計②）

事
業
費
内
訳

2,579 2,077 3,297



件

活動実績

特記事項

事
業
の
沿
革
等

（事業の変遷）

名誉市民表彰は昭和52年度、功労者表彰は昭和32年度、市表彰は昭和50年度より実施。
名誉市民 3名
最近の功労者表彰、市表彰の表彰者数

登別市功労者 市表彰
◆平成16年度 11名 ◆平成16年度 24名（自治4 社会13 教育文化6 善行1）
◆平成17年度 6名 ◆平成17年度 36名（自治16 社会8 教育文化12）
◆平成18年度 7名 ◆平成18年度 25名（自治9 社会4 教育文化7 篤志1 善行4）
◆平成19年度 8名 ◆平成19年度 41名（自治23 社会12 教育文化3 篤志2 善行1）
◆平成20年度 6名 ◆平成20年度 27名（自治12 社会5 教育文化7 篤志1 善行2）

他の自治体の状況

比
較
参
考
値

（他の自治体での類似事業の状況）

室蘭市、伊達市、白老町とも市勢、町勢の発展振興及び教育、産業社会文化等に発展のあった者を表彰し、自治振
興の促進を目的とし、表彰を行っている。
例）室蘭市（名誉市民）（功労表彰：公益功労、自治功労、教育文化功労）（篤志善行表彰、栄誉賞等）

伊達市（名誉市民）（功労表彰：自治功労、産業経済功労、社会福祉功労、教育功労、労働功労、文化功労、
科学技術功労、防災功労、保健衛生功労、体育功労等）（社会貢献表彰、善行表彰）

白老町（功労表彰：自治功労、社会福祉功労、産業経済功労、教育功労、文化功労、労働功労、
保健衛生功労、 防災功労等）

平成20年度実績
室蘭市（公益功労７名）
伊達市（自治功労５名、産業経済功労１名、社会福祉功労１名、教育功労１名、防災功労４名、

社会貢献表彰１名、善行表彰１名）
白老町（自治功労２名、社会福祉功労７名、教育功労２名、防災功労１名、善行表彰３名）

担当部による評価

事
業
の
自
己
評
価

（事業の今後の方向性、課題等）

様々な分野の方を表彰することで、その分野のより一層の発展が図られる。
毎年、選考基準を十分に検討し、多くの方を表彰できるよう推進し、表彰された方が積極的に市勢に参画していた
だくためにも、今後必要と考える。

人 8 6 10

49 25 40

19年度（実績） 20年度（実績）
活動指標名

（事業のこれまでの実績【数量・回数・人員等】）

事
業
の
成
果

総務部

成果

功労者表彰者数

市表彰者数
（個人及び団体）

グループ名 総務Ｇ

（事務事業を実施したことでどのような成果が得られたのか。現状の成果）

市に対して功績のあった方や奉仕活動、寄附などをしていただいた様々な団体を表彰することは、日頃の貢献に感
謝するまたとない機会であり、受賞者の活動の励みとなり、今後の活動にも大きな意義があったと考える。

部 名

単位 21年度（見込み）

番号 1 事務事業名 登別市名誉市民及び功労者表彰・市表彰事業


